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八 木 正 一 博 士 近 影
八 木 正 一 博 士 略 歴
大正14年 1月2日
昭和22年3月
昭和28年 3月
昭和28年4月25日
昭和33年6月～36年8月
昭和35年11月9日
昭和37年3月27日
昭和37年 7月～39年8月
昭和38年 2月～39年 7月
昭和39年 7月4日
昭和39年～現在
昭和39年～52年
昭和39年7月-55年3月
昭和40年～43年
昭和40年1月～3月
昭和40年 1月～41年3月
昭和40年2月～41年3月
昭和41年～現在
昭和41年4月～62年3月
昭和41年5月～43年7月
昭和43年～現在
昭和44年～50年
昭和44年12月～45年12月
昭和45年～現在
昭和45年4月～55年3月
昭和46年-49年
昭和46年4月～49年5月
昭和47年～56年
昭和47年11月～12月
昭和48年～現在
大阪市に生まれる
大阪高等学校卒業
京都大学理学部動物学教室卒業
大阪市水道局水質試験所勤務
日本水道協会 ･鉄バクテリア等の試験方法調査専門委月会
委月
大阪市水道局水質試験所主査
京都大学より理学博士の学位 (旧制度)を受ける (学位論
文題 目 ｢鉄バクテリアおよび硫黄バクテ リアの研究｣)
日本水道協会 ･水質基準調査専門委員会委月
日本水道協会 ･マンガン除去方法調査専門委員全姿月
大阪市水道局水質試験所所長
淀川水質汚濁防止連絡協議会 (全長 :近畿地方建設局長,
副会長 :大阪通産局長,関係府県 ･市で組級)専門委月
日本水処理生物学合評鵠見
大阪市公害対韓審議会幹串
日本水道協会 ･衛生常設調査委月会費月
日本水道協会 ･上水試験方法改訂専門委月食委月
日本水道協会 ･水道施設基準改訂特別調査委月全浄水施設
小委員会委月
El本水道協会 ･水道原水の水質標準調査専門蜜月全蜜月
バクテリア ･リーチング研究会評議旦
神戸大学工学部非常勤放師
日本水道協会 ･農薬の衛生調査専門委月全姿月長
神崎川水質汚濁対策連絡協議会専門委月
日本水道協会 ･衛生常設調査委月食副委月長
日本水退協会 ･水道維持管理指針改訂特別調査委員会第4
小委月食 (水賓管理 と衛生管理)委月及び第6小委員会 (赤
水等の対策)小委月長
大和川水質汚濁防止連絡協談合専門委月
京都大学工学部非常勤務師
福岡市水道局南畑ダム礎臭調査対策専門委員会委月
堺市水道局大和川水質調査専門委月食委月
日本陸水学会会計幹事
上水道視察のためヨ-ロッパ,カナダ,アメリカ合衆El=-]-
出張
大阪府衛生対策審議会水質安全部会専門委月
昭和48年 8月-9月
昭和49年4月2日
昭和50年～60年11月
昭和50年4月～55年 3月
昭和50年8月～54年12月
昭和50年12月
昭和51年～54年
昭和51年11月～52年 6月
昭和53年～現在
昭和54年12月-60年 9月
昭和54月12月
昭和54年12月
昭和55年～56年
昭和55年～堀在
昭和55年10月22日
昭和55年6月～56年11月
昭和55年 6月～61年11月
u封[J:55年 7月～56年11月
昭和56年-平成2年12月
昭和56年12月 1日
昭和57年4月-
平成3年 3月
昭和58年 6月
昭和59年～60年
昭和59年～63年
昭和59年12月～60年4月
U獅n60年～62年
昭和60年9月
昭和60年10月23日
昭和61年～現在
昭和62年2月
日本水道協会 ･水道法に関する小委月全雪月
大阪rF水道局技術監舘⊥務部水質試験所長
揮Fli省生活環境審議会水道部会水質専門蜜月全委員
大阪市立大学医pt'F･部非常勤講師
日本水道協会 ･典臭味水対策専門委Il全委月長
第2回国際水資源会熟 こ出席のためインドへ出張
日本水道協会 .衛生常設調査委員会委月長
環境庁高栄養化に係る環境基准検討ワ-キング･グループ
委員
口本水処理生物学舎副会長
環境庁 P･N検討委貝会費n
WHO EnvironmentalHealth Criteria Programme,
TaskGrouponGuidelinesforDrinking-WaterQuality,
Microbio】oglCaIAspectsに出席のため英国へ出張
WHO TaskGrouponGuide一ineforDrinking-Water
Quality専門委月
日本水道協会 ･浄水処理問題特別調査委員会費月
淀川水質協議会 (淀川より取水する7草葉体で組級)顧問
H本水道協会功労黙蓑形
大阪市水道局l航託
El本水道協会 ･微生物調査専門委月全委月
財団法人都市調査会技術顧問
日本水道協会 ･高度処理技術の稽准化に関する調査委1全
委tl
岡山大学教授 (俊英生物研究所水質学部門)
福山大学工学部非常勤講師
第1回水環境における異臭味に関する国際シンポジウムに
出席のためフィンランドへ出張
岡山県水質客演会委月
日本水質汚濁研究会西部支部評議員
環境庁名水百選調査検討会委月
日本水質汚濁研究協会理事
第5回アジア太平洋地域国際水道全執 こ出席のため韓国へ
出張
摩/lこ人臣表彰
岡LJ県公凄対常態試食委員
第23回国際陸水学会及ULl第4山沈殿物と水との粕耳作用に
関する同際シン･iIジウムに出席のためニュージーランド,
オーストラリアへ出張
昭和62年～平成2年10月
昭和62年～63年
昭和62年～63年
昭和63年～現在
昭和63年～平成 2年
昭和63年 4月8日
昭和63年 6月～7月
平成元年
平成元年-2年
平成元年～2年
平成元年 5月
平成2年
平成2年2月13日
平成2年 3月31日
倉敷市自然環境保全審議会蜜月
倉敷市国土利用計画審議全姿月
環境庁瀬戸内海環境保全審議全姿月 (1期 日)
児島湖柄水導入協譲合委月
第15回国際水質汚濁研究会議組織委貝
岡山大学教授 (資源生物科学研究所生物環境反応部門生態
化学解析分野)
国際水道協会主催 ｢水処理と飲料水の水質基準に関する研
究専門家会議｣に出席並びに水事情視察のためオーストリ
ア,スイス,西 ドイツへ出張
El本水質汚濁研究協会中四国支部監養
環境庁瀬戸内海環境保全審譲合委月 (2期日)
世界閉鎖性海域環境保全会議運営委月
第4回微生物を用いる毒性評価に関する国際シンポジウム
に出席のためアメリカ合衆国に出張
日本水質汚濁研究協会中四国支部長
厚生大臣表杉
岡山大学教授停年退職
八木正一博士研究論文および著書目録
1)鉄細菌による障害について.大阪市水道局水質試験所報告 第8集 (昭和31年度):
33-40(1957).
2)鉄バクテリアによる新しい侵食例.大阪市水道局水質試験所報告 第10集(昭和33年
度):65-66(1959).
3)水道における鉄′ヾクテリアの培養方法.大阪市水道局水質試験所報告 第10集(昭和
33年度):53-64(1959).
4)坑内水中のバクテリア.大阪市水道局水質試験所報告 第10集 (昭和33年度):77-
83(1959).
5)硫黄バクテリア試験方法の検討.大阪市水道局水質試験所報告 第11集 (昭和34年
度):47-48(1960).
6)坑内水中のバクテリア 第2報.大阪市水道局水質試験所報告 第11集 (昭和34年
度):55-62(1960).
7)水道における鉄バクテリアの培養方法 (第2報).大阪市水道局水督試験所報告 第
12集 (昭和35年度):57-62(1961).
8)硫黄バクテリアとその試験方法.大阪市水道局水質試験所報告 第12集 (昭和35年
度):63-74(1961).
9)鉄バクテリアとその試験方法.水処理技術 2巻 1号 :28-32(1961).
10)障害バクテリアの試験万象 用水と廃水 3巻11号 '893-898(1961).
ll)坑内水中の/ヾクテリア 第3報 上北鉱山坑内水中のバクテリア.大阪市水道局水質
試験所報告 第12集 (昭和35年度):75-80(1961).
12)坑内水中のバクテリア 第4報 小坂,土畑,上北各鉱山坑内水中バクテリアの再検
討と総括.大阪市水道局水質試験所報告 第12集 (昭和35年度):81-92(1961).
13)淀川水質の生物学的調査研究 水質汚濁防止関西地区連絡協議会の共同研究(昭和30
年)(軌範分担)(1951).
14)淀川生物学的水質汚濁調査(昭和50年～昭和51年)(執筆分担).近畿地方建設局 淀
川工串事務所 (1977).
15)淀川における工場廃水の水質(予備調査).大阪市水道局水質試験所報告 第 7雄(昭
和30年度):32(1956).
16)米欧嬢過砂試料の試験成耕とその考察 (近藤正義 ･水川健次と共著).大阪市水道局
水質試験所報告 第8集 (昭和31年度):ll-18(1957).
17)米欧水道にて抹果した生物試料の試験成緒 (近藤正恵と共著).大阪市水道局水質試
験所報告 第10媒 (昭和33年度):ll-31(1959).
18)緩速減退池における貧毛類の処理(喜多理と共著).大阪市水道局水質試験所報告 第
10集 (昭和33年度):228-230(1959).
19)三菱化成農崎工場用水の生物学的試験.大阪市水道局水質試験所報告 第11輿(昭和
34年度):49-54(1960).
20)工業用水道配水管内付着物ならびにその除去に関する試験成兵乱 大阪市水道局水質試
62巷 (1991) 241
験所報告 第12果 (昭和35年度ト262-265(1961).
21)淀川水源水質汚濁の推移.大阪市水道局水質試験所報告 第13集 (BIi和36年度):1
-10(1962).
22)淀川の長期渇水における原水汚濁現況.大阪市水道局水質試験所報告 第14集(昭和
37年度)二5-14(1963).
23)宇治川水域指定の要望.大阪市水道局水質試験所報告 第14集 (昭和37年度仁 15-
18(1963).
24)淀川における水質規制後の汚濁現況,大阪市水道局水質試験所報告 第15巣(昭和38
*Jni):114(1963).
25)淀川の水質汚濁状況について.郡市問題研究 17巷8号 66-74(1965).
26)昭和43年度野生省公舎調査研究委託一削こよる水の高度利用のための処理方法の研究
淀川原水の水質汚濁に関する調査研究 .45-60 水の高度利用研究会の共同研究
(1969).
27)枝速ろ過維持管理上の問題点 用水と廃水 11巻4号 二271-279(1969).
28)昭和44年度厚生省公宵調査研究委託5割こよる水の環境其蝉に関する研究報告沓Ⅰ-88
-ト108.水懲基準研究班 (1970),
29)水質汚濁と上水道 ･工業用水道の処理.関西文献センターニュース 18号 .2-8
(1971).
30)ポリアク1)ルアミド系有機高分子凝巣剤の分析方法について (梶野勝司と共粁∴ 大
阪市水道局水質試験所報告 第24集 (昭和47年度) 卜6(1973).
31) ヒ水道における異臭味問題一特にかび臭について一.日本水質汚濁研究会第5回水JE'f
汚濁研究に関するシンポジウム試演輿 .21-36(1973).
32)ライン川の水質と淀川の水質.都市問題研究 25巻7号 :1-ll(1973).
33)魚類を利用した原水水質の監視.琵琶湖における水貿汚染の予測とその処理技術につ
いて 調査報告啓 二65-76 京都市水道局 (1974).
34)洗剤による水質汚濁.油脂と洗剤.大阪工研協会 :1-13(1974).
35)水質と腐食管材の水矧こ刈する影響.空気調和･衛生1学 49巻9号 805-811(1975).
36)水質管理の問題.水道協会雑誌 500号 :63-67(1976).
37)生物学的にみた淀川の水質汚濁現況.郡市問題研究 29巷9号 :67-79(1977).
38)淀川生物学的水質汚濁朗査 (1970-1971).76頁.(梶正一 ･服部和夫 ･中西正治 ･市
多理 ･松尾雄三 ･山田要 ･中村寿子 ･上田朔郎 ･北山稔 ･矢野洋と共著).近畿地方
建設局淀川工事事務所 (1977).
39)生物学的にみた淀川の水質汚濁状況.郡市問題研究 29巻 :67179(1977).
40)日本の水道におけるかび良 日本水質汚濁研究会第12匝l水質汚濁研究に関するシンポ
ジウム試演凝 '1-17(1978).
41)日本の湖軌 貯水池におけるかび臭の実態(橋本徳俵,一戸正態,常泉裕,佐谷戸安
好,堀春雄,小野沢耳と共著).水道協会雑誌 531号 :30-47(1978).
42)日本の水道におけるかび臭.日本水質汚濁研究会第12回水質汚濁研究に関するシンポ
ジウム講演娠 1-17(1978).
43)日本の湖沼,貯水池におけるかび臭の実態 (橋本徳蔵 ･一戸正鮭･常泉裕･佐谷戸安
242 農 学 研 究
好 ･堀春雄 ･小野沢亨と火箸).水道協会雑誌 531号 :30-47(1978).
44)異臭味水対策の指針 ｢付｣水道水のかび臭の原因と対策 (執筆分担).日本水道協
会 91頁 (1979).
45)水道における有機塩素化合物の指標に関する研究 (昭和51年度)(1977).同上 (昭和
52年度)(1978).同上 (昭和53年度)(1979).
46)水道施設と水質問題一水道をめ ぐるトラブルの判別一水道 24巻 5早 :3-24(1979).
47)天ヶ瀬ダム湖の水質.宇治川汚濁調査報告書 (u(作口50年-55年度).43-53(1976).
36-45(1977).3-15(1978).2-9(1979).2-15(1980).2-23(1981).淀川水
質汚濁防止連絡協議会宇治川汚濁調査小委員会.近畿地方建設局淀Jlげ'ム統合管理事
務所.
48)かび臭の監視及びかび臭の発生の実例,琵琶湖 (水道水のかび臭の原因と対策).水
道協会雑誌 532号 ●1-2,533号 :3ト32,534号 .59-66(1979).
49)水道におけるかび臭の測定方法 (梶野勝司と共著).日本水処理生物学会誌 15巻 2
号 ●7-20(1980).
50)各種汚濁成分のiir水プロセスにおける単軌 汚泥処理上からみた合理的浄水方法.30
-58.土木学会,東京 (1980).
51)Formation oftrihalomethanes during chlorination and determination of
halogena亡edhydrocarbonsindrinkingWater(withM.Kajino),Hydrocarbons
andHalogenatedHydrocarbonsin亡heAquaticEnvironmenL (ed.byB K.
AfghanandD.Mackay):491-501.Plenum PublishingCorporation,NewYork
(1980).
52)汚泥処理上からみた合理的浄水方法 (執筆分担).汚泥処理上からみた合理的浄水方
法に関する研究総括報告普 二30,49-58,63168 土木学会 (1980).
53)上水道における水質汚濁問嘩一丸 日本河川協会桶 :1979年度版 日本河川水質年鑑
(1980).
54)昭和56年度農村地域水質広域管理計画調査,益軒地区水質馴 ヒ基礎調査鰍告Jf(守山
勲と共著). 岡山大学儲業生物研究所.128頁 (1982).
55)公共用水域における有機塩素化合物の発生メカニズムとその除去に関する研究.土木
学会研究報告軒 1`0.1110.16(1982).
56)琵琶湖のかび臭について.1981年度版日本河川水質年鑑(日本河川協会絹,建設省河
川局監修):845-857.山海堂,敢京 (1982).
57)水質特性の検討(第5章).宇治川汚濁調査報告書 :191-122.淀川水質汚濁防止連綿
協議会宇治川汚濁調査小委員会,近故地方砲設局淀川ダム統合管理事務所 (1982).
58)卜.)-ロメタン生成に及ぼす臭栄イオンの影響(討議論文)(梶野勝司と共著).衛生
工学研究論文集 18:254.土木学会衛生工学委日金 (1982).
59)フローインジェクション分析法による微量の亜硝酸及び硝敢イオンの定は (中島進･
善木道雄 ･高橋昭典 ･桐栄恭二と共著).分析化学 31巻12号 ■732-733(1982).
60)Flolationofsub-microgram amountsofantimony,bismuth,andtininwaterby
coprecipitationwithzirconiumhydroxide(wlthS.Nakashima)･BunsekiKagaku
Vo】.31.E431-E434(1982).
62番 (1991) 243
61)淡水生物一特にラン額頬に起因する臭気 衛生化学 29巻 :P16-P22(1983).
62)OdorproblemsinLalくeBiwa(withM.Kajino.U.MaLsuo.K.Ashitani.T.Kita.
andT.Nakamura).WaterScienceandTechnologyVol,15:3111321(1983).
63)水の味とにおい.水道協会雑誌 52巻11号 (通巻 590号)二65-79(1983).
64)人体と水.建染雑誌 98巷 1208号 .5-8(1983).
65)Separationofantimonyfrom seawaterbyflotation(withS.Nakashima)
FreseniusJZeitschriftfurAnalytischeChemieVol.314●155-156(1983),
66)Determinationofnanogram amountsofcadmium inwaterbyelectrothermaL
atomicabsorptionspectrometryafterflotationseparation(withS.Nakashima).
AnalyticaChimicaActaVo1147二213-218(1983).
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